
高句麗瓦編年に関する
二、三の問題

はじめに　高句麗遺跡の考古学的研究の基礎として、土

器編年とともに重要な位置を占めるのが瓦編年である。

筆者は、かつて先学の研究に導かれて、高句麗瓦編年の

概要を提示したことがある1）。

　近年、高句麗の故地吉林省集安では世界遺産登録関連

で大規模な発掘調査が実施され、多くの注目すべき成果

が得られた几また京畿道北部地域でも従来、ほとんど知

られていなかった高句麗要塞遺跡が体系的に調査され、

多くの知見をもたらしている3）。

　これらの調査成果は高句麗瓦の編年研究にとっても見

逃せない内容を有しており、資料紹介を兼ねて若干の私

見を述べることにしたい。

集安における近年の発掘成果と瓦編年　集安は、高句麗中

期（３世紀初～427年）の首都の所在地。高句麗前期（前１世

紀初～３世紀初、王都は遼寧省桓仁）に瓦は未確認で、瓦の

確実な存在は中期からである。

　集安では、まず４世紀前半に巻雲文瓦当が現われか）。

巻雲文瓦当には、「太寧四年」(325年、326の両説がある）の

年号や、「己丑」(329年）、「戊戌」(338年）、「丁己」(357年）

といった干支をもっものが含まれており、４世紀前半か

ら後半にかけての変遷をたどることができる。いっぽ

う、蓮蓄文瓦当は、４世紀後半に出現し７世紀後半の高

句麗末期まで変遷をとげながら高句麗瓦の中心的位置を

占める3）。

　近年の調査で最も注目されるのは千秋塚から蓮蓄文瓦

とともに最終末期に位置づけられる巻雲文瓦当が出土し

たことである几これまで蓮蓄文瓦当の変遷に関しては

　「太王陵型」→「千秋塚型」→「将軍塚型」という変遷

観5）が示されており、筆者も同様に理解していた。今回の

千秋塚における出土状況からは、「千秋塚型」が「太王陵

型」に先行する可能性6）もでてきたといえよう。

　蓮蓄文瓦当変遷をどう理解するかは高句麗王陵の比定

にも密接に関連する7）。なお、国内城からは、遺構との関

連で巻雲文瓦当がが出土し、宮殿あるいは官街などの瓦

としても注目される。丸都山城からは、今回の調査でも

巻雲文瓦当は出土していない。丸都山城の瓦については

中期にさかのぼるものはなく、後期平壌城期(586～668
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年)に属するものと考える8)。

京畿道北部の高句麗要塞遺跡と瓦編年　近年、漢江流域か

ら臨津江流域にかけての京畿道北部地域で高句麗の要塞

遺跡が多数知られてきており、高句麗の土器とともに瓦

も出土している。そのうち、２遺跡からは瓦当も出土し

た9)。高句麗瓦編年にとっても重要資料となるので紹介

する。

①紅蓮峰１堡塁出土の瓦当(図22)遺跡はソウル特別

市広津区、漢江の北岸の丘陵に位置する。瓦当が４点出

土しており、いずれも同一型式。立体的な蓮蓄文と平板

な表現の蓮花文各４単位を交互に配する文様構成は大城

山城(平壌特別市大城区域)出土瓦10)のほか、平壌土城里

などの採集品11)などにも類例がある。

②瓢蘆古塁出土の瓦当(図23)遺跡はソウル北方約25

kmの京畿道漣川郡、臨津江の屈曲部北岸に立地する。瓦

当１点が出土している。蓮蓄文６単位を配し、間を襖形

の装飾で埋めるシンプルな文様構成である。本例も紅蓮

峰１堡塁遺跡例と同様、色調は、赤褐色を帯びており、

通例の高句麗瓦と変わらない。蓮蓄は細身で、このよう

な大きく長い樹形の装飾は、これまでの高句麗瓦にはあ

まり例をみず、強い地方色のあらわれであろう。

　これらの要塞遺跡は、高句麗長寿王代、475年の百済王

都漢城にたいする攻撃と領有に関わって設けられた一連

の遺跡とみられ、年代的な下限は、ソウル地域が新羅の

領有に帰した553年におくことができる12)。これまで知ら

れなかった地域の資料であるだけでなく、年代が前期平

壌城期(427～586)に該当する点は、編年研究上、大きな

意義をもつ。すなわち、この２種の瓦当に共通する最大

の特徴は、瓦当面を放射状に区画する幅線が消失してい

ることである。また、瓢蘆古塁例(図23)は、外圏線、内

圏線ともにみられず、紅蓮峰堡塁例(図22)との年代差の

反映である可能性があろう。こうした特徴は、平壌遷都

　(427年)から一定の時間が経過した５世紀後半から６世

紀前半の時間幅の中での現象であることがわかる。ま

た、これらの資料は後期の王都をまもる大城山城13)や前

期平壌城の王宮と推定される清岩里土城(平壌特別市大城

区域11))から出土した瓦のうち、平壌遷都に近い時期の瓦

を特定する資料ともなると考える。ただし、いまのとこ

ろ前期平壌城の王宮の遺構そのものは不明で、当然なが

ら王宮の所用瓦も不明である几



安鶴宮遺跡の年代と高句麗末期の瓦　安鶴宮遺跡(平壌特別

市大城区域)は、かねてより多量の瓦が出土しており、高

句麗末期の離宮遺跡ともみられていた几この遺跡に対

しては解放後に大規模な発掘調査がおこなわれ、発掘報

告書では、前期平壌城の王宮遺跡と述べる17)。しかし、出

土瓦は高麗時代に下がるものであることは再三述べてき

たところである18)。瓦が高麗時代である以上、そのよう

な瓦をともなって検出された建築遺構の年代もまた高麗

時代とみなされることは言うまでもない。

　では、高句麗末期の瓦としては、どのようなものが考

えられるであろうか。定陵寺(平壌特別市力浦区域)出土瓦

でみると幅線をもたず、珠文を欠く型式19)などは、文様

変遷の方向などの点から高句麗瓦でも最も遅れる時期の

瓦の有力候補になろう。

おわりに　以上、近年の注目される調査成果をとりあ

げ、高句麗瓦編年に関わるいくっかの問題に言及した。

集安や、平壌地域に加えて京畿道のような地域で新たに

高句麗瓦の存在が明確になり、また高句麗蓮蓄文瓦当に

関して三燕の瓦との関係が注目され始めている20)ことも

新たな潮流である。今後より広範囲での検討をすすめ、

より精密な編年にむすびつけたい。

　図22 ・23の掲載にあたり、韓国国立文化財研究所、高

麗大学校考古環境研究所、土地博物館の御高配を頂い

た。記して感謝する。　　　　　　　　　　　(千田剛道)
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